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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
16 * 1 1 1 6 0 0 2 0 1 1 1 2 0 0
20 * 0 0 1 2 2 2 3 0 0 0 0 1 0 0
22 * 0 0 7 17 3 7 1 6 17 23 0 2 1 5
33 * 0 0 7 11 1 1 1 2 0 2 0 0 0 2
88 * 0 0 1 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
0 0 0 0 1 2 0 2 1 0 0 0 1 0 0 0
5 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6 0 0 1 3 7 2 2 0 0 1 1 0 3 1 0
11 0 0 0 0 4 2 4 1 3 3 6 0 2 0 0
24 0 0 0 2 6 2 2 0 1 0 1 0 0 0 0
25 0 0 0 1 3 0 0 1 1 0 1 0 1 1 0
30 0 0 0 1 3 1 2 1 1 5 6 0 0 0 0
69 0 0 0 2 4 1 1 1 1 0 1 0 0 2 0
77 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
91 0 0 1 1 3 0 0 1 0 1 1 1 2 0 0

0 0 0 0 1
1 3 29 71 14 23 13 15 29 44 4 13 5 7

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
7 * 0 1 2 5 1 2 2 1 1 2 2 0 0 0
20 * 1 2 1 5 1 2 2 0 5 5 1 3 1 0
22 * 0 0 1 7 0 0 3 2 2 4 0 1 0 0
77 * 1 3 2 6 0 0 1 1 1 2 0 1 1 0
99 * 0 0 2 7 0 0 0 1 3 4 0 0 1 0
0 0 0 0 0 1 0 2 1 0 0 0 1 0 0 0
2 0 0 0 0 3 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
9 0 0 1 0 0 0 0 1 0 2 2 0 0 0 0
10 0 1 1 2 7 1 2 3 1 0 1 1 1 1 0
25 0 1 4 0 0 0 0 3 1 3 4 1 1 0 0
31 0 0 0 0 5 0 0 3 0 1 1 1 1 0 0
33 0 0 1 3 5 0 0 2 2 2 4 1 0 0 0
34 0 1 1 2 2 0 0 2 0 0 0 1 2 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 2 1 3 2
5 14 15 53 3 8 23 10 20 30 9 10 4 0

2014年度関西学生バスケットボールリーグ戦

Team / Coach: 行広　伸太郎 -
合　　　計 48

0 -
0 - -

14
17

國仲 昌太郎 7 10
岡本 遼 6

23
藤田 兼士朗 4 23

15

RATE 35.7%

-

0

28.3% 37.5%
200

福田 惟吹

渡邊 大樹 0 11

若槻 拓也 3 22

雲井 崚平 0 2
後藤 翔平 8 20

澤邊 圭太 5 18

ST MINTO AS

八木橋 澄人 0

北川 元気 7
小阪 彰久 2

REBOUND３Ｐ BS

合田 怜 6 21

2

大阪学院大学

№ Ｓ 選　手　名 ２Ｐ ＦＴ ＦPTS

Team / Coach: 禿　正信
合　　　計 75

金田 拓也 2

200
RATE 33.3% 40.8% 60.9%

西岡 伊織 0
15

室垣 佑真 2 17

稲垣 翔 2 7
岩本 龍儒

1

戸梶 智康 6 13

山本 悠真 2 7
保花 広樹 8 17

21
壁谷 亮彦 3 15
中西 佑介 5 6

2 7

シェリフ ソウ 17 27

大木 健司 2

大田 泰平 4 7

藤田 俊祐 15 21

Ｓ 選　手　名 ＦＴ MIN

橋本 尚明 5 18

AS ST BSTOPTS ３Ｐ ２Ｐ

２次リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2014.10.11
近畿大学開始時間 16.00.00

会　　場 岸和田市総合体育館

近畿大学

Ｆ REBOUND№

コ ー ト
勝ち点　１２ 勝ち点　８試 合 ＮＯ161

75 48

敗チーム

大阪学院大学

男子

戦評
総括、リーグ戦も残り2試合となり、インカレを確実なものにしたい大阪学院大学、全勝で優勝を目指す近畿大学とど
ちらにとっても重要な意味を持つ一戦となった。前半、互角の戦いを繰り広げていたが、大院大の攻撃成功確率が落
ちダブルスコアとなる。後半、前半の点差は大きくそのまま試合は流れ、近畿大が快勝をあげた。
第1ピリオド、開始早々、大院大#20合田が安定感のあるミドルシュートを沈める。両者ともミドルレンジや3Pシュート
を積極的に狙っていくが、大院大が確立のよいシュートを決めて優位に立つ。しかし、インサイドや近畿大#16橋本が
3Pシュートを決めると逆転に成功する。終盤、両チームともオフェンスにインサイドを織り交ぜていくと、点は入らない
がファウルが多くなるロースコアなゲーム展開となる。11-11同点で第1ピリオド終了。
第2ピリオド、近畿大#22ソウが簡単にシュートを収めると、大院大#22小阪が力強いインサイドでやり返して始まる。
第1ピリオドとは打って変わり、インサイドに絡んだオフェンスが多くなると近畿大がリードをものにする。近畿大は確実
なシュートを選択していくが、大院大はターンオーバーが多くなり、さらにリードが開いていく。大院大#77北川がブ
ザービーターを沈めるものの、18-36近畿大リードで前半終了。
第3ピリオド、近畿大#33藤田がエンドプレイからタフショットを沈めて後半が始まる。近畿大は大院大のミスを誘い、リ
バウンドやインターセプトから速攻に持ち込んで得点を重ねる。大院大はインサイドに果敢にアタックを仕掛けるが、
近畿大インサイド陣に阻まれる。またもや大院大ブザービーターを沈めるものの、31-58近畿大リードで第3ピリオド終
了。
第4ピリオド、大院大#33岡本がディフェンスに囲まれながらゴール下を沈めて最終ピリオドが始まる。大院大はオ
フェンスリバウンドを増やし、攻撃回数を増やすことで逆転を試みる。大院大#25若槻の3Pシュートなどで1度は20点
差まで詰めたものの、近畿大の選手層は厚くそこから点差を詰めることができない。48-75で近畿大が試合をものにし
た。

主審

関西学生バスケットボール連盟

田中　秀（立命館）戦評山田　豊弘 副審 田中　智也
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